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　ロシアは、北方領土の島々を含めて領海12海里を主張しています。日本の漁船がその周辺の海域に入ると、ロ
シアによる日本漁船のだ捕（つかまえること）や銃撃が後をたたず、だ捕された乗組員は抑留され、数年間も帰国す
ることがゆるされないという人もいました。そこで北方領土付近での漁業について日本とロシアの国の間で話し合
いが始まり、1998年（平成10年）に漁民が安心して操業できる約束がなされました。その後もより安全に漁ができ
るように話し合いを続けていますが、2006年（平成18年）には銃撃により若い漁師が死亡する事件も起き、だ捕もなく
なりません。安全な操業は皆の願いです。

　北方領土の返還要求運動は、1945年（昭和20年）に北方領土の元島民が中心となって
根室ではじまり、その後、北海道から全国各地に広がりました。
　1981年（昭和56年）には、全国からの募金によって、納沙布岬に北方領土の返還を願
うシンボル像「四島のかけ橋」が建てられ祈りの灯があかあかと燃え続けています。
　日本政府は1981年（昭和56年）、毎年2月7日を「北方領土の日」と決め、この日を
中心に北方領土の問題を正しくわかってもらうための行事が開かれるようになりました。

　現在は、「北方領土の日」以外にも、署名運動、
北方領土パネル展、ポスターや標語の募集、弁論
大会など、いろいろな活動が行われています。
　この2月7日という日は、1855年（安政元年）「日
露通好条約」が結ばれ、
択捉島とウルップ島の
間に国境が決められた
意義ある日なのです。

がんばっている人が
たくさんいるんだね！
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③1644年（正保元年）、
江戸幕府は、「正保御国
絵図」を作りましたが、
この地図には「クナシ
リ」「エトホロ」などと
名のつけられた島々が
書かれています。
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④1798年（寛 政10年）、
江戸幕府は、蝦夷地調
査隊を派遣し、択捉島
の岬に「大日本恵登呂
府」という、日本の領土
であることを証明する
標柱を建てました。
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　1904年（明治37年）に日本とロシアの間で戦
争が起こり（日露戦争）、戦争後の取り決めで樺
太の南半分が日本の領土となりました。
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